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市
で
は
、
平
成
別
年
度
の
下
水
道
一
部
供
‐

用
開
始
ま
で
に
、
下
水
道
の
各
種
料
金
や
下

水
道
の
普
及
を
促
進
す
る
制
度
を
定
め
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

料
金
や
制
度
に
住
民
や
学
識
経
験
者
の
意

見
を
反
映
ざ
せ
つ
円
滑
な
事
業
運
営
を
行
う

た
め
、
平
成
Ⅳ
年
度
に
「
公
共
下
水
道
事
業

運
営
審
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
審

議
会
で
は
市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
次
の
四
つ

の
事
項
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金
（
※
）
に

関
す
る
こ
と

②
公
共
下
水
道
使
用
料
に
関
す
る
こ
と

③
公
共
下
水
道
の
普
及
促
進
に
関
す
る
こ

と

④
そ
の
他
市
長
が
下
水
道
事
業
上
必
要
と

ご
意
見
篭
募
集
し
ま
す

～
岩
出
市
公
共
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
～

※
受
益
者
負
担
金

下
水
道
が
整

備
さ
れ
た
地
域

の
方
々
に
下
水

道
建
設
費
の
一

部
を
負
担
し
て

い
た
だ
く
制
度

で
す
。
な
お
、
受

益
者
負
担
金
は

１
度
だ
け
の
も

の
で
す
。

認
め
る
事
項
に
関
す
る
こ
と

審
議
会
で
は
２
年
以
内
に
答
申
を
行
い
、

市
は
答
申
を
踏
ま
え
て
必
要
な
条
例
な
ど
を

制
定
す
る
予
定
で
す
。
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受
益
者
負
担
金
や
下
水
道
使
用
料
は
、
直

接
住
民
の
方
々
の
負
担
に
な
る
こ
と
か
ら
、

審
議
会
で
は
最
終
答
申
を
行
う
前
に
今
ま
で

の
審
議
内
容
を
中
間
答
申
と
し
て
ま
と
め
、

市
が
説
明
会
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て

住
民
の
方
々
に
広
く
お
知
ら
せ
し
、
ご
意
見

を
お
聞
き
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

次
の
日
程
で
中
間
答
申
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

中
間
答
申
説
明
会
開
催
曰
程

○
岩
出
地
区

平
成
昭
年
６
月
肥
日
嗣
午
後
７
時
～

於
岩
出
地
区
公
民
館

○
上
岩
出
地
区

平
成
肥
年
６
月
妬
日
佃
午
後
７
時
～

於
上
岩
出
地
区
公
民
館

○
根
来
地
区

平
成
旧
年
６
月
妬
曰
日
午
後
２
時
～

於
根
来
地
区
公
民
館

○
山
崎
地
区

平
成
旧
年
７
月
１
曰
出
午
後
２
時
～

於
総
合
保
健
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祉
セ
ン
タ
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目
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」快適な暮らしを

′支える下水道！

」
意
見
一
募
集
の
お
知

※
ど
の
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
も
結
構

で
す
。市
下
水
道
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
宮
ヰ
ロ
ヘ
ヘ

ヨ
ヨ
ヨ
「
三
「
．
、
】
庁
冒
・
一
づ
「
四
口
の
ン
ご
口
丙
囚
『
四
局
ご
ロ
・
］
ロ
、

丙
囚
丙
ロ
戸
口
へ
、
①
の
こ
］
（
ぬ
①
の
巨
再
○
℃
・
ロ
ロ
ロ
｝

↓
岩
出
市
公
共
下
水
道
運
営
審
議
会
の

ペ
ー
ジ
へ
お
進
み
下
き
い
。

中
間
答
申
や
受
益
者
負
担
金
、
下
水
道
使

用
料
、
下
水
道
の
普
及
に
つ
い
て
の
ご
意
見

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

郵
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〒
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２

四
石
出
市
西
野
２
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岩
出
市
事
業
部
下
水
道
課
内

岩
出
市
公
共
下
水
道
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業
運
営
審
議
会

事
務
局
あ
て

電
子
メ
ー
ル
で

、
①
の
巳
⑨
Ｑ
ｑ
・
一
ョ
且
の
」
四
℃

締
切
平
成
Ｅ
年
７
月
Ⅲ
曰

お
問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
課
（
内
線
３
３
０
）
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中間答申の公開とご意見募集について 1/１ページ

中間答申の公開とご意見募集について

岩出市公共下水道事業運営審議会では、諮問事項が住民の皆さんの負担に直結するものであり、審議

会の内容を広く周知してその意見を集めることが重要であると考えられたため、諮問事項に関する審議

・方針をとりまとめた中間答申を市長に提出し、市がその内容を周知するとともに、住民の皆さんからの

ご意見を募集することになりました。

ついては下記のとおり中間答申説明会を開催するとともに、当ホームページにて中間答申を公開しま

す。

中間答申説明会開催日程

○根来地区平成18年６月２５日（日）午後２時～於根来地区公民館

○上岩出地区平成18年６月２５日（日）午後７時～於上岩出地区公民館

○岩出地区平成18年６月２８日（水）午後７時～於岩出地区公民館

○山崎地区平成18年７月１日（土）午後２時～於総合保健福祉センター

３Ｆ多目的ホール 、

市では今後の審議に役立てるため、中間答申や受益者負担金、下水道使用料、下水道の普及について

のご意見を募集しています。ご意見をいただける方は下記のいずれかの方法でお寄せ下さい。（様式自

由）お寄せいただいたご意見は審議会へ報告され、今後の審議の参考とされます。積極的にご意見をお

寄せいただくようお願い申し上げます。

郵送で

〒649.6292岩出市西野２０９

岩出市事業部下水道課内

岩出市公共下水道事業運営審議会事務局 あて

'劇､､,'〉電子メールで

gesui@cityjwadelgjp

締切平成18年７月１４日（金）必着

蕊i鑑i篝iiiiii）

fiIe://Ｃ:\DocumentsandSettings\gesui-O5\ApplicationData\ＩＢＭ\HomepageBui… 2006/08/2９



岩出市公共下水道事業運営審議会中間答申説明会における意見（アンケート）

午後２時

午後７時

午後７時

午後２時

午前・午後

１
１
１
１
１

成
成
成
成
成

平
平
平
平
平

１
１
１
１
ｊ

日
日
水
士
月

く
く
く
く
く

根来地区公民館（意見なし）

上岩出地区公民館

岩出地区公民館

保健福祉センター

中央公民館（市職員対象）

８年６月２５日

８年６月２５口

８年６月２８日

８年７月１日

８年６月１９日

下水道使用料・受益者負担金について

○水道使用量に対し下水道使用量を同量としないで､下水道に流入しない量もあるので％

を検討して欲しい。（山崎地区）

○下水道料金は､水道水に換算されると聞いています｡井戸を使用されている人に対して、

どのように対応されるのか。井戸の実態を把握されているのでしょうか。審議会で、協

議していただきたい。（上岩出地区）

○公共ますに使用量のメーターを取り付けたら。（上岩出地区）

○料金設定はどうなるか。（市民禾|｣用と営業利用と違うのか）（市職員）

○井戸水を使っているが、生活用水には使っていません。この場合、下水道料金には井戸

水を算入しないで下さい。（市職員）

○下水道利用料は、おおむね水道料禾l｣用料並にすること。（山崎地区）

○受益者負担金､伊都郡の１５０，０００円は高い。１００，０００円にすることを希望。

（山崎地区）

○受益者負担金の納得する根拠を明確にしてください｡土地面積は､納得できません。（山

崎地区）

○建設負担金は、多額にわたるため一度の支払で不納者がでる恐れがあり、事前の対策を

考えて頂きたいと思う。例えば､融資による１ｏ年割賦等＝使用料に上乗せ（山崎地区）

○できるだけ、受益者負担金を少なくなるようにして欲しい。（岩出地区）

○受益者の範囲が、明確でない。（山崎地区）

○下水道利用料並びに受益者負担金は､極力安くして利用者が多くなるよう配慮すべきだ。

（山崎地区）

,○岩出市以外の市町村の例をいくつかあげて欲しい。（料金、受益者負担金）岩出だけ

では決められない。（岩出地区）

○事業所･工場等の負担金､使用料について､油を使っている所､危険物を扱っている所、

また病院等についても審議会で検討して欲しい。（上岩出地区）

○一般家庭と事業所の負担は？（岩出地区）

○受益者及び使用料を十分検討して近隣の市町に見合った金額を審議すること。（市職員）

○負担金、料金など伊都の例などを出して、ある程度の数字を住民に示した方がよいので

は。（市職員）

○早期決定をお願いします。（市職員）

(''11,Mmm、

(immmmw、



宅内改造、業者等について

○家のリフォーム代（上岩出地区）

○施工業者は、市の指定業者で行うならば、業者数を５万人以上の市ですから何百業者か

お願いします。（山崎地区）

○家庭内（敷地内）の工事、業者の紹介等はしてくれるのか。（上岩出地区）

○家庭内工事中のトイレ（汲取り式）は、どうすればよいのか。（上岩出地区）

○下水道が供用開始について、排水設備をする経費は市としては補助を考えているのか。

（上岩出地区）

○負担するお金に関しては、難しいなと思います。（市職員）

説明会について

○受益者負担金について、地区住民には未だ浸透していないと考えられるので、自治会

単位の要望があれば、概要の説明会を再度開催してもらえないか考えてください。（山

崎地区） ／鏡､瞳､》

○各戸の工事を行う場合は､できるだけ早く（１年以上前)現地で説明会をしてください。

（山崎地区）

○重複説明は、省いてください。（岩出地区）

○合併処理を下水道に接続しなければならない点をもっと説明した方がよいと思う。（市

職員）

○岩出市内のどの辺は、いつごろ下水道が完成するか、だいたいの説明をしてはどうか。

（市職員）

○一般の方を対象とする場合は、行政用語などが入っているので、もう少しだけゆっくり

話してもらった方がよいのでは？（市職員）

事業計画について

○南大池の方もできるだけ早く下水道事業に着手してほしく思います.費用負担は、皆で掴
協力していくようにしたいです。（上岩出地区）

○あまり早く説明会をもっていただいても、南大池地区はいつごろになりますか。（上岩

出地区）

○市全体の計画は、だせないのか。（２期までは発表済）（市職員）

○下水道建設は、過大な公共事業とならないか疑問。合併浄化槽の管理の徹底を図れぱと

思う。（岩出地区）

○下水道が供用開始について、合併浄化槽をつけている家ではどうなるのか。（上岩出地

区）

○合併浄化槽の推進で設置をしたが、新たな負担が生じるのは考える。（岩出地区）

○公共下水道事業が進んでいるなか､合併浄化槽との選択肢が無しではないか？今更どち

らがよいか、中間答申で審議するのはおかしいのでは？（岩出地区）

○合併浄化槽を使用している家庭では、下水道につながなくてもよいのか。（上岩出地区）



○合併浄化槽との違い。（市職員）

○合併浄化槽を廃止するときの費用の有無。（市職員）

その他の意見

○審議会での課題（例）として審議されるわけですが、この課題のＱ＆Ａという形でホー

ムページ等で公開して欲しいと思います。（上岩出地区）

○審議会委員の氏名は公表できませんか。（参考までに）（山崎地区）

○下水道ができることにより、汲取り業者の運営が困難になると思うが対応をどうされる

のか。（上岩出地区）

○清掃連合会との調整は？（市職員）

○那賀浄化センター周辺の農地、目と鼻の先に下水道処理場が見えているのに農業振興地

域を理由につながせないというのは、理解できない。川（住吉川）と処理場で中島の半

分以上の農地を取り上げて残っているところは､つながせないというのは納得できない。

地域整備の基本は、つながせるであるべきだ。従って中島の既存、新設の道のすべてに

下水管を設置して下さい。（山崎地区）

○①一般に下水についてわかっていない。②負担金について？③説明会（中間答申）を各

(WWW,､、

戸求めなければ？④市の広報では、 般に理解しにくい。（山崎地区）

(';i1mi1m、



岩出市公共下水道事業運営審議会中間答申説明会罠アンケート結果

６月２８日７月１曰

岩出公保健センター

26名１８名

22枚１５枚

.開催曰

・場所

・参加者数

・アンケート回収数

６月２５日

根来公

5名

4枚

６月２５日

上岩出公

１７名

１４枚

６月１９日

中央公(市職員）

88名計149名

39枚計９４枚

質問１今回の説明会をどこでお知りになりましたか？

市広報

市下水道課ホームページ

知人.近所の方から聞いた

その他

無回答

名
名
名
名
名

３
１
３
５
２

５
１
１
１

｜
一
一
一
一

無回答
１３％

市広報
５６％知

川
市ＨＰ
１％

質問２本曰の説明は､分かりやすかったでしょうか？

Ｏ岩出市の公共下水道.
全く分から無回答

分かりやすい

まあ分かる

どちらともいえない

少し難しい

全くわからない

無回答

名
名
名
名
名
名

１
１
５
８
１
８

３
４

一
一
一
一
→
一

(１ｍ
かりや

、■
し
帥
尤

43％

○中間答申について

ｌｐｌ箸
りや全く分か

ない
１％

少し難しし
６％

分かりやすい

まあ分かる・

どちらともいえない

少し難しい、

全くわからない

無回答

名
名
名
名
名
名

１
５
９
６
１
２

２
４

１

一
一
一
一
→
一

どちらとも
１０％

まあ分か
る
48％

<111,,1騒、 質問３岩出市で､公共下水道事業が行われていることをご存じでしたか？

今日初めて
刑 ｌロI客

知っていた

説明会の開催案内で知った

今日初めて知った

無回答

名
名
名
名

８
６
７
３

７「
「
一
一

開催案内
で

6％

ていた

84％

質問４ご自宅が､下水道の認可区域に入っているかどうかご存じでしたか？

名
名
名
名
名

８
１
ｇ
ｏ
６

５
２知っていた

今曰初めて知った

分からない

関心がない

無回答

一
一
一
一
一

無回答
６％

分から
１０％

今日
て

22％
っていた

％【］



「私の意見」

[@BASE64］

(正)[gesui-im］下水道課代表
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タイトル

差出人

配布先

受信曰

期限

／
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水は私達の暮らしになくてはならないものです、下水道は自然環境を

守るための必要な施設であることは理解していますが、今、下水道工事

が行われていますがこれは公共工事で国や自治体の工事と思っていまし

たが先曰成人研修講座の講義で－部受益者負担の必要や排水設備

の設置との説明がありました、このことを初めて聞き知ったことで戸惑いを

感じたのは私だけとすると大変恥ずかしく勉強不足を感じています。６月

の広報に掲載されている説明会もありますが、平成２０年開始までに市

民に仕組みを十分に機会ある度に説明していただきますようお願いしま

す。以下のことについて質問形式でなりますが中間答申に反映させて頂

けますよう意見に応募させてもらいました。

、11）

●受益者負担金の金額は利用者の数にもよりますがどの程度になるか

又、利用しないと申し出た場合の取り扱い方は、利用しなくなったときは

返還されるのか。

●排水設備で汲み取りトイレは現状のままでよいのですか、台所の流し

水と風呂の排水が別々な箇所に流している場合すでに住居があり「接

続ます」の設置が困難な場合は下水道を利用しなくてもよいのか、設置

場所がない場合の取り扱いはどのようにするか。

●使用料は上水道の使用量に応じて算出されるようですが全国的に上

水道料金の差はう倍もあると聞いています、その点も考慮していただきたい

とおもいます。

"mwml1ll
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岩出市公共下水道事業審議会

中間答申説明会資料
岩出市事業部下水道課

1．「岩出市公共下水道事業運営審議会｣とは？

下水道料金や受益者負担金等の決定にあたって住民や学識経験者の意見を反映し､もって今後

の円滑な事業運営に資することを目的として平成1ｓ年１月に設置されました。

委員は学識経験者､住民の代表者､公募委員など１０名で構成されています。

任期は2年間です。

２審議会への諮問事項

'鏑､､､，
公共下水道受益者負担金について

公共下水道の使用料について

公共下水道の普及促進について

■
■
■

二つ日日■《叩ダク』（毛ご副）

３．中間答申の目的

審議会は公共下水道事業運営に住民や学識経験者の意見を反映することを目的として発足しま

したが､審議の過程で｢下水道そのものが十分に知られていないのでは？｣との意見が出されまし

た｡そこで､審議会の活動･審議内容を広く住民に周知するため中間答申を出していただき､市が

説明会やホームページで広報活動を行い､意見を募集することとなりました。

４これまでの活動､今後のスケジュール

／剣ii'､、
平成1ｓ年１月に発足後､４月までに4回の審議を行っていただき、中間答申を市長に提出してい

ただきました｡５月には下水道先進地の視察を行いました｡今後市民の皆様からいただいた意見を

参考にしながら､２年以内の答申を目指して審議を深めていただく予定です。

５．中間答申で決まったこと

最終答申に向けた､審議会での審議の方針が以下の様に決められました。

①公共下水道事業の特性(下水道整備効果の及ぶ範囲が明確で､住民にとっては｢利用でき

る｣｢利用できない｣のどちらかでしかない）から､下水道事 の建設･運営に要する費用はその

受益や利用量に応じ､利用者に負担を求めるべきであること。

②一方で､公共下水道の目的の－つは｢公共用水域の水質保全｣という公共的な利益の達成で

あり､この目的のために下水道が利用可能な住民全てに未１１用義務を負わせることから､下水

道事業の建設･運営に要する費用の－吉 'よ公費負担(税負担)によるべきであること

③禾Ｉ用者負担については､岩出市の特性を十分考慮しつつ、 生民が負担可能な範囲で受益の



こと｡公費負担については､下水道事業の期間､事業費が呈度に応じて賦ﾆﾆされるべきである

大規模であることから

れるべきであること。

水道財政だけでなく出市全体の財政への影響も考慮して定めら

④下水道がその機能を発揮するには､住民が公共下水道へ接続(水洗化)することが前提であり、

水洗化の進捗は下水道事業の運営にも多大な影響を与えることから､二F水道の普及促進策

が重要であること。

e､審議会での主な課題

《受益者負担金について》

①受益者負担金は誰が負担するべきか？(土地所有者､建物所有者､居住者）

②土地面積や居住人数､汚水量など､何を指標にしてどのように算定するのが妥当か？

③合併浄化槽を使っていても受益者負担金は必要なのか？

④受益者負担金は建設費のどの程度をまかなうべきなのか？

《下水道料金について》

①下水道事業の運営費のうち､どの程度を使用料でまかなうのか？

②水道料金などの他の公共料金や､近隣自治体の水準と比較してどの程度にすべきなの
か？

③下水道の運営ｺｽﾄは下がらないのか？

《下水道普及促進策について》

①なぜ合併浄化槽を廃止してまで下水道接続しなければならないのか？下水道と合併浄化

槽の違いは？

②下水道を使いやすくする方法は？(受益者負担金の報奨金､排水設備改造への融資あっ

せん､助成）

③下水道を住民に知ってもらうには？(広報への取組み）

《'w'､､､、

＜中間答申へのご意見をお寄せ下さい)》

''1m、 今回の中間答申はもちろん､受益者負担金や下水道使用料､下水道の普及など

についてのご意見を募集しています｡これらに関することなら何でも結構ですので､下

記のいずれかの方法でﾌ月１４曰(金)までに事務局までお寄せ下さい。

お寄せいただいたご意見は審議会に報告され､今後の審議で参考とされます。

①この会場で応募→別紙アンケート用紙に記入の上､回収箱へお入れ下さい

②郵送で応募

〒ｅ４ｇｅ－２ｇ２岩出市西野20ｇ岩出市事業部下水道課内

岩出市公共下水道事業運営審議会事務局あて

③電子メールで応募

gesui@cityiwade・lgjp



岩出市公共下水道事業運営審議会

中間答申説明会アンケート

今凌の曇議会j寵ｉｉ竹市下ｺﾌ((道事業或日は9ｆ７/昌路r年７説硯会ﾒ宝参ji7いたた=FZ乞伽必うごきZ'まし庖

広報/EF薑iｸの参考hとﾌﾟろため､_よるしけ’2/(5fZ2ｹｰﾌﾟy=4二i鐘iLZz75ElごJｔｕ Ｉ

〔該当する項目に○を付けて下さい｡該当が無ければ空欄に自由にご記入下さい〕

1．今回の説明会をどこでお知りになりましたか？

ノ方広費厚市7<ﾉﾜ(ci壹苫瀞六一ムページブ(ル(･近ﾉﾜﾘFのオフゥ'ら廟'た

その池で ノ

本日の説明は分かりやすかったでしょうか？

《岩出市の公共下水道》

分ノゥ'ﾂｲつれ）まあ分かろどちらと乞いえない

２．

少し難しい全く分からな‘W11im'1:）

《中間答申について》

分ソゥ'ﾂｲつれ’まあづ6Ｍ'ろどちらともいえない少し難しし’全Ｃﾗﾄﾉｩ'らない

S・岩出市で公共下水道事業が行われていることをご存知でしたか？

劫ってｐだ］＝i朔会の開催案ｱﾜてﾏﾗ(７７つだ今Ｂｉ勿凶ってﾗ(７７つだ

4．ご自宅が下水道の認可区域(パンフレット左側折込内の計画図を参照)に入って

いるかどうかご存知でしたか？

知ってZ)た今日j釘３つてぅ(77つだ元Ｍ１らない閉Ｃｌ力嗽い

審議会、中間答申へのご意見や､その他のご意見がありましたらご記入下さい。

鷺
ｉ･審議会、中間答申へのご意見 ,その他のご意見

ご協力ありがとうございました｡お手数ですが配布したミニ鉛筆はアンケート回収箱横へご返却下さい◎


